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1. はじめに

　高度化された生産ラインの生産現場において，高い品質
管理を可能とする官能検査は，多くの場合，目視により行
われているのが現状である。多くの人手による検査は，品
質，生産効率，信頼性などの面で課題も多く，高い品質管
理を可能とする検査工程の自動化が求められており，画像
処理技術に基づく検査システムが数多く開発され，生産現
場への導入も行われている 1)。
　筆者らのグループも含め，これまでに目視では捕らえら
れない高速現象を実時間認識する高速ビジョンシステムを
開発しており 2)～4)，イメージモザイキング 5)，色ヒストグ
ラム追跡 6)，オプティカルフロー7)，顔認識 8)，三次元画像
計測 9)などのさまざまな画像処理機能を，高速ビジョン上
の FPGA回路や GPUコアなどに対して実装することによ
り，従来ビデオ画像（NTSC 30コマ／秒）に比べ二桁以上
高速化された速度で実現してきた。また，開発した高速ビ
ジョンの有効性については，ロボット制御 10) やバイオ応
用 11)などのさまざまな応用場面で示されてきた。
　筆者らは，高速ビジョンを用いた計測システムが高速か
つ高精度な官能検査の自動化への応用が期待できると考え
ており，本稿では，これまでに筆者らが行ってきた高速ビ
ジョンのセンシング応用にかかわる研究事例 12)～15)を紹介
する。さらに，筆者らが近年取り組んでいる高速ビジョン
を用いたマルチタスク型の次世代ビジョンに関するコンセ
プトおよび研究事例 16),17)について紹介し，高速ビジョンが
マルチタスク型の次世代ビジョン IoTとして機能していく
可能性を論じる。

2. 多面ミラーを用いた三次元計測

　計算時間や計算コストなどの面で利点がある他，計測対
象の模様などに依存しないロバスト性を持つことから，画
像を用いた三次元計測技術として，光切断法が産業分野で
広く用いられている。一方で，光切断法に基づくシステム
の多くはビデオ信号 (NTSC 30~fps)を扱ったイメージセン

サを用いるため，三次元形状取得における速度面での制限
や，イメージセンサの空間解像度に依存した計測範囲およ
び計測精度の制限がある。光切断法におけるこのような欠
点を補うために，イメージセンサの画像領域を多面ミラー
により空間変換することで，ある一方向にのみ，イメージ
センサの空間解像度よりも高い空間解像度を持たせること
により，平板対象に特化した形で高速かつ広範囲にわたる
計測を実現する三次元形状計測法を提案した 12)。
　大きさ 93 mm × 155 mmのクリームはんだのみが印刷さ
れている携帯電話用回路基板に対して，三次元形状計測実
験を行った。図 1に三次元形状計測システムの構成，図 2
に実験の様子を示す。さらに，図 3に計測対象の写真と得
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図 1.　多面ミラーを用いた三次元計測
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図 2.　三次元計測実験の様子


